
神⼾⼤学の「ビジョン」

研 究

⽂系･理系という枠にとらわれない先端
研究を推進し他⼤学･研究機関とも連
携して、新たな学術領域を開拓･展開

教 育

先端研究の臨場感の中で創造性と学
識を深め、地球的諸課題を解決するた
めに先導的役割を担う⼈材を輩出

海外中核⼤学と協同研究や連携教育
の重層的な交流を図り、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾊﾌﾞ・
ｷｬﾝﾊﾟｽとしての機能を⾶躍的に向上

国 際

教育研究を社会と協働して推進し、先
端的技術の開発と社会実装の促進を
通じて⼈類に貢献

社会貢献

「学理と実際の調和」の伝統を発展させ、様々な連
携・融合の⼒を最⼤限に発揮する卓越研究⼤学として
世界最⾼⽔準の教育研究拠点を構築し、現代及び未
来社会の課題を解決するための新たな価値の創造に
挑戦し続ける。



神⼾⼤学の「５つの強み」

【総合性】
・伝統ある社会科学分野を中⼼に、⽂理双⽅の幅広い分野

を有する総合⼤学

【先端性】
・世界トップレベルの特⾊ある先端研究分野の存在

【国際性】
・EU・東アジア圏を中⼼にした強い国際ネットワーク

【企業・卒業生ﾈｯﾄﾜｰｸ】
・神⼾⾼商以来の関⻄産業界との強いネットワーク

【地理性】
・地域に参集する世界トップレベルの研究機関

強み①

強み②

強み③

強み④

強み⑤



神⼾⼤学の「⽬指す⽔準」

を実現する

○被引⽤top1％論⽂数
○被引⽤top10％論⽂数
○Web of Science論⽂数
○外国⼈研究者招聘数

評価指標

世界ランキング トップ１００位以内

国内ランキング トップ５位以内

「世界最⾼⽔準の教育研究を⾏う⼤学」

THE、QS等の大学ランキングに用いられる指標、文科省が提示する評価指標、

研究大学強化促進事業の指標等の関係性を分析し、以下のような指標をはじめとしたKPIを設定。

○博⼠号授与数
○留学⽣数
○外部資⾦獲得額
○教員（研究者）数



機能強化の「３つの柱」

○総合性を活かした「分野融合研究」の促進によるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの創出
○「選抜ー育成ー交代」サイクルの構築による新領域創出
○先端性・企業ﾈｯﾄﾜｰｸを活かした研究成果の実⽤化・社会実装
○地理性を活かした先端研究機関等との連携

研 究

○⾼い研究⼒を背景にした総合性を活かした「⽂理融合教育」の推進
○国際性を活かした特⾊ある教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの展開
○企業ﾈｯﾄﾜｰｸを活かした社会の意⾒の教育への反映

教 育

○学内資源再配分ｼｽﾃﾑの構築
○学⻑のリーダーシップ確⽴
○企業ﾈｯﾄﾜｰｸを活かした社会の意⾒の反映

基 盤

新領域創出に向けた社会と協働した先端融合研究の推進とその成果の
社会実装

ガバナンス機能の強化

「ビジョン」・「⽬指す⽔準」を実現するために、「５つの強み」を最⼤限に活か
し、以下の「３つの柱」の下、改⾰を実⾏

教育のグローバル化による世界で活躍できる先導的⼈材の育成


